
幸せって何？ 

副校長 伊藤 聡 

この写真は、私が 30 代の頃、フィリピ

ンのスモーキーマウンテンというところ

に行ったときに撮った写真です。スモー

キーマウンテンと呼ばれるスラム地域で、

ゴミの中から空き缶などのリサイクルで

きるものを拾い集めて生活している子ど

もたちです。この子たちはかわいそうに

見えますか？ それとも幸せそうに見え

ますか？ 

スモーキーマウンテンというところは、

マニラの街からゴミ収集車が集めたごみ

を廃棄しにくるところです。収集車が来

ると、何十人もの人が群がってゴミを漁ります。そこには小学生ぐらいの子どももたくさんいます。

そして一日中働いても 500 円ぐらいの収入しかならない。２人兄弟で働いて 1000 円の収入から、家

族 6 人のご飯を買って帰ると、もう手元にお金は残りません。 

家は、電気やガスはもちろん、水道も下水道もありません。ゴミによる怪我、不衛生な水での感染

症、そして積み上がったゴミが崩れて生き埋めになることも多く、生まれてきた子どもの半分は大人

になる前に死んでしまうという現実。 

 義務教育という制度はあるけれど、学校に行く余裕はありません。子どもたちが働かないと食べて

いけない家族、そして教科書もノートも鉛筆も買うお金はないのです。ゴミにまみれた生活で、学校

に着ていく服すらないのです。 

私は、彼らと出会うまでは、彼らをかわいそうな子どもたちだと思っていました。もっと良い環境

があれば、安全に生活できて、美味しいものが食べられて、きれいな服も着られて、学校にも行ける

のにと思っていました。でも、良い環境にいるはずの日本の子どもたちがみんな幸せでないのはなぜ

なのでしょうか？ 

この子たちと出会って、一緒に遊んで、話して、ともに時間を過ごすうちに気付いたことがありま

す。この子たちは決してかわいそうな子どもたちではないということです。毎日のごはんに困る生活

でも、学校に行けなくても、家族がいて、友達がいて、本当に幸せなのです。幸せというのは、お金

や物があるかないかではなく、それとは関係がないのかもしれません。 

 

合唱コンクールがやってきます。みなさん、楽しく歌ってくださいね。 

                  

                                       
 六中だより 

～学校教育目標～                       

“学力と情操”                                  

“健康と忍耐力” 

“勤労と責任” 
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修学旅行 「京都（今日と）過去 三年間をつなぐならここで決まり」 

９月２３日（月）～２５日（水）までの３日間、３年生が修学旅行に行ってきました。天気や外国人観

光客による混雑が心配されましたが、天気にも恵まれ大きなトラブルもなく、古都の歴史や文化に触れる

思い出深い３日間となりました。 

 １年生で実施した鎌倉校外学習、２年生で実施した東京校外学習の経験を活かし、実行委員を中心に

行程やルール決めから創り上げた修学旅行でした。１日目は法隆寺、奈良公園の散策、２日目は京都市内

班行動、３日目はタクシー行動と、事前に各班が立てた計画に沿ってたくさんの神社仏閣を巡りました。 

 ３年生の皆さんには、この思い出を大切にし、学んだことを事後学習でしっかりとまとめていって欲

しいと思います。      第３学年 修学旅行担当 岡村将樹 

 

2 年職場体験 

９月４日(水)から６日(金)の３日間にかけて職場体験学習を実

施いたしました。今年度は６４箇所もの事業所にご協力をいた

だき、生徒はそれぞれの体験先に分かれて活動に取り組みまし

た。 

巡回中には充実した生徒の表情をたくさん見ることができ、普

段の学校生活では味わえない貴重な体験をさせていただきまし

た。 

ボランティア活動 

夏休み中、たくさんの生徒がボランティア活動に参加しました。 

「押立公園祭り」の準備７月２６日（金）【テント貼り】と２７日（土）【提灯付け】に参加した生徒や、

８月２４日（土）には、白糸台東部自治会

の「子供夏祭りボランティア」に参加した

生徒がいました。その他、夏休みに入って

すぐの「夏休み地域清掃」にも参加希望者

が多数おりましたが、酷暑のため生徒の活

動が残念ながら中止となりました。自ら進

んで地域のために貢献できる六中生素敵

ですね。 

            ～子供夏祭りボランティアの様子～     



体育着（ジャージ・半袖体育着、ハーフパンツ）改定についてのお知らせ 

 

前回の改定以来二十数年が経過し、通気性や保温性、速乾

性の悪さや学校名のバックプリント、名前の刺しゅうがあ

るなどの防犯上の不安、下着の透けがあるなどが課題とし

てあがっていました。また、次年度以降に現在の体育着が 

１０～１５％程度値上げされるとの情報もあります。 

そこで、新しい素材による機能性の改善や価格面を考慮

し、校内の検討委員会や生徒代表として生徒会役員の皆さ

んの意見も取り入れながら検討を重ねてまいりました。こ

の間、PTA 役員の皆さまやスクールコミュニティ委員の皆

さまにも進捗状況をお知らせし、ご理解をいただいてきた

ところですが、９月に入り新しい体育着のデザインがほぼ

決まりましたのでお知らせいたします。 

なお、新しい体育着の導入は令和７年度の入学生からと

いたしますが、しばらくの間は移行期間として、新旧どちら

の使用も可といたします。ご理解とご協力をお願いいたし

ます。 

 

標準服の選定について 

 令和７年度に創立６０周年を迎え、令和８年度には記念式典や記念行事が開催される予定です。それに

合わせて市内で一番長く続く標準服についても検討を始めてまいります。デザインの古さや、女子のベス

ト着用による暑さなどの課題改善を主として選定を進めてまいります。昨今の値上げラッシュの影響を受

けて、現在の標準服も値上げが予定されている中、コストの抑制にも配慮するとともに、検討委員会や生

徒、PTA 役員の皆さまの意見等も参考にしながら選定をしてまいります。 

 

●  

 

 

 

陸上部  

☞第７３回 はちおうじT＆Fトライアル １位 １６秒５２ 1年女子 

 

  

部活動等の実績 



 

東京消防庁からの表彰 

防災訓練や救命救急実習、避難訓練などの取組が評価をされて、 

９月９日に府中消防署において表彰を受けました。 

 

 

 


